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結 核 菌 培 養 に 関 す る研 究

第1報 主 として岡 ・片倉培地の1回

滅菌と3回 滅菌の比較

国立療養所天竜荘(荘 長 中村健治)

北里研究所
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1緒 言
第1表 可検件数及び陽性並びに汚染率

われわれの研究 目的は,如 何 に して簡単 な方法で,陽

性 率高 く且つ早 く,喀 疾 等可検材料 よ り結核菌 を培養で

きるか とい う点であ る。われわれ は先 に前処置の問題 を

取 り上げ,予 報的 に第7回 厚 生省 医務局研究発表会 にお

いて,逆 性石鹸オ スパ ンを使 用 して,硫 酸処置 に比較 し

て,そ の陽性率が幾分劣 るようであるが,遠 心沈澱 と云

う煩雑 な操作 なしに簡単 に行い うる点で有利であ り且 つ

又陽性率 も今少 しの工夫すなわちオスパンの濃度の問題

及び前処置の時間等の工夫で使用 し得 るのではあ るまい

か と述べ てきた、 ここでは分離培養基 につ いて,現 在 日

本 の各地で使用 され てい る岡 ・片倉培地りを土台 として,

主 として滅菌の問題特 に1回 滅菌 と通則 として行 つてい

る3回 滅菌の比較 を,5000余 例 につ いて行い,幾 分統計

的考察を加えたので,こ こに報告 して御批判を得たい と

思 う。
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実験 に供 した可検 材料は病院及 び開業医から依 頼され

たすな わ ち患者 と思わ れ る者の喀疾,尿 又は尿であっ

て,そ の大部分は喀疾 である。そ の詳細 は第1表 の通 り

で1ヵ 月最少て昭和26年9月 の約250件 か ら最大は昭

和27年6月 の436件 で,昭 和27年7月 及び8月 の

872件 及び748件 の中には或大工場 の集 団検診 の喀褒が

含まれ てい る。岡 ・片倉培地 の製法 は原液 に硫酸 マグネ

シゥムを11に 対 しO.69を 加 える以外 は成害 に記載の

通 りに作製,滅 菌は滅菌器 内の水温 と被滅菌試験 管内の

温度が同温度 にな るよ うな特殊滅菌器で最初56。C30分

の後85CCに 上昇 させ,850C30分 保たせ取 り出す。 こ

れを1回 滅菌培地 とし,3回 滅菌 とは・2回 及び3回 目

の滅菌 は850C30分 で仕上 げた。前処置は490硫 酸 を

用い,前 処置20分 の後・3000回 転20分 遠沈 し・その

沈澄を1回 及び3回 滅菌培地 の各k1本 宛計2本 に平等

に塗抹 培養 し,毎 週 火曜に観察 して成績 を読み・2ヵ 月

観 察 して結核 菌集落の認 められないもの を陰性 とした。

III成 績

1)全 般に亘 る成績

a)陽 性率:平 均陽性率は19.8%で あ るが,後 述の

汚染率の高かつた昭和26年10月 及び11月 又集 団検

診の可検物のはいつた昭和27年7月,8月 を除いてみ

ると,最 低は昭和27年3月 の19%,最 高が昭和27年

5月 の28.9%及 び9月 の29%で 平均28.4%で あつ

た。4月 及び5月 は26・8%及 び28.9%で ともに他の

月 に比較 して高率 のように思われる、集 団検診 の可検物

のあつた7月 は15%,8月 は15.8%で ともに他の月

に比 し低率であつた。

b)汚 染率;平 均値は3・72%で あるが,昭 和26年

9月 の後半から ユ2月 初旬迄,卵 の消毒に昇蒙 を用いず

オスバ ンを使用 したので,消 毒不充分 の為,そ の期間,

特 に10月 及 び ユ1月 の汚 染率は高率 であつ た。 この期

間の汚染率 を除 いてみ ると・ 昭和27年1月 の3.3%が

最高であつ て・6月 のO・5%が 最低,平 均f直1.8%で

_-26-一 ・
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あつた。り

c)集 落数:第2表 の ように,両 培地 に 出て来 る集

第2表 両 培地上 の集落 数並 びに相関関係
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第3表 集落発現 日数一一覧表
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落数の中最 も多いの は1～10個 の所 で全体の約30%・

次が51～300個 の約25%で あつた。

① 集落発現 日数;第3表 の よ うに,最 短の ものは

15日 以内に発育 の認 め られた もので全体の1.4%使

も長い ものは50日 以上60日 の間 に認め られた もので

1.7%で,2ヵ 月の観 察は是非行わねばならない ことを

示 している。最 も多数発現 し た の は21～25日 の所 で

29.4%,次 が26～30日 の22.9%で,1ヵ 月間に約

70%が,35日 迄 には86%の 発育が認められた.

2)両 培地 の比較

a)陽 性率 の比較:そ の詳細 は第4表 の通 りで,ど

ちらかの培地 に陽性 を示 した ものは1013件 で,内 両 方

第4表 陽性一覧 表

51

以

上

妬

～

50

-

～

5

4

4

ρ◎

0

3

～

4

-

欝0

3

♪
曳
3

戸◎

(
V

2

～

3

1

一e

2

～

2

ハ◎

0

1

～

25

喋⊥

⊃
て

ユ

0

0

1

0

2

2

三

〇

2

2

三

〇

1

0

0

0

ー

ユ

㍉

0

5

」

0

0

1

2

2

2

一
〇

〇

…
0

0

三

2

1

1

…

.

【

-

戸◎

2

3

1

2

2

3

0

1

3

喝

0

0

㎜
1

0

1

0

1

0

1

1

2

三

6

7

2

」

3

2

0

2

i

1

1

』

4

2

三

2

2

1
一

2

2

6

5

4

5

3

4

…
7

3

㎜
9

6

面

3

3

1

1

」

6

9

8

3

三

2

4

2

8

9

⑳

U

2

2

2。

2。

㌔

8

5

6

コ

お

蛉

9

%

%

…
曾

⑳

ラ

皿

⑯

拓

1

1

13

14

17

B

ラ

8

13

10

10

9

盈

10

10

12

18

16

22

17

13

12

思

30

27

24

7

8

　

　

6

8

お

翌

8

n

一
P

茄

U

竺

9

釦

U

遡

矩

選

凶

組

級

3。

娼

姐

%

お

B

⑯

5

5

3

5

6

3

一
2

』

2

1

B

・9

　
5

6

2。

⑳

m

2

20

∬

・0

9

箆

η

並

E

O

O

一
〇

〇

一
〇

〇

…
2

2

…
0

0

至

3

}
C

C

残

-

…3

2

[
2

2

τ

0

…
1

1

}
0

0

①

③

価

9

①

働

窃

ゆ

G◎

⑤

6

③

6

③

「
①

⑥

属

働

◎

璽

①

ゆ

①

働

6

③

ぢ2

9

紹

10

11

E

マ

ロ
2

1

昭

2

3

4

5

6

7

8

9

計

ハ◎

Q
り

6◎

Q
り

哩⊥

7

㌍0

」4

31

133
i621

52

1521

144

$

C
"

貯O

FO

56

53

一
75

67

{
96
レ
86

85

81

12(」

103

10sl

IutS

46

45

97

113

103

143

110

』L至
62

6it2
312

85

計

(%
}

冒

分
率

26323

!s.Ft4

496

29.4

386

22.t'

292

17.3

112

6.7

49

2.c}

35

2.1

291685

1.7

」4

伊◎

…
2

3

一

暗

欄-

只
)

…
9
創

ハ◎

AU

ハU

O

j

2

2

一
2

1

9

』

8

10

…6

』

7

・3

歪

13

五

2e

{
8

・6

◎
》

11

239 102

52

64

42

70

57

昭25

9

10

11

12

昭27
1

2

3

4

5

6

7

8

9

(1～ ユ2日)

72 合 計

陽性

52

64

姐

70

57

72

66

82

105

97

131

1ユ8

57

両培地
共陽性

繊%
4

3

0

3

8

4

5

3

3

1

9

6

0

4

5

5

6

6

6

6

7

7

3

6

7

6

2

4

2

4

9

6

3

0

7

ε

2

0

4

2

3

2

4

3

4

4

6

7

6

9

9

3

・…31672

片方培地
のみ陽性

(ユ)囹%

片方陽性
(他方汚染)

(ユ)i(3)移

21

9

36

20

13

E

8

U

9

3

6

4

5

7
夢

0
》

AU

2

1

2

4

2

1

2

0

0

2

2

◎
り

3

戸◎

2

5

5

3

8

6

3

8

2

1

1

9

8

4

7

9

4

7

6

8

6

5

0

5

3

8

1

1

1

2

2

1

1

2

2

2

3

9

10

1

6

3

9

8

6

7

E

11

8

9

1

4

3

6

8

8

0

7

3

3

α

6

1

1

1

1

1

1

2

1

1

66・31・4・}99 23.9 65固98

66

82

105

97

13ユ

118

57

202

の培地共陽性の ものは672件,66・3%,ど ちらか片方 の

培地 にのみ陽性だつたものは23・9%,片 方 が陽性 で他

方 が汚染 された ものは9.8%で あつた。 この1013件 を

菌排泄者 とみな し,両 培地の陽性 を比較 してみ ると,1

回滅菌培地では陽性件数877件,86・3%,3回 滅菌培

地 では808件,79・7%で1回 滅菌培地が6,6%(統 計学

的 に0.3%の 危険率 で有 意義)陽 性率 の高い ことを示 し

ている。片方陽性 で他方汚染の例 で,若 し汚染が起 らな

かつた ら陽性にな り得 る可能性がある として,こ の両 者

の例数 を,両 方の陽性数か ら引いて比較 してみ ると,1

回滅菌培地の陽性件数812件,8090,3回 滅 菌培地 は

771件,760reで1回 滅菌培地が4%(統 計学的 に3%

の危険率 で有意義)陽 性率の高い ことを示 している。

b》 集落 数の比較:集 落数の度数 曲線 は第1図 に示

す.す なわち陰性の部分 では1回 滅菌が3回 滅菌,コ ヒ校

して低いが,1～10個 の所 で1回 滅菌高 く,41～50個 の

所迄 はほ とんど同 じで,51～300個 の所で高 く,301以

27一
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第1図 集落数の度数曲線
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集 落 数

一・30e
♪300

上の所 もなお且 つ高 い成績である。すなわち1回 滅菌の

方 が集 落数の多い ものが多かつたことを示 してい る。 こ

れ をxuTe8tを 行つ てみ ると1%の 危険率で有意義な

こ とが証 明された。又第2表 をみ ると,1回 滅菌培地で

陰性 の もので,3回 滅菌培地 に陽性のものの集落 数は大

体 ユ～30個 の ものであるが,逆 に3回 滅菌培地で陰性の

もので1回 滅菌培地 で陽性の ものの集落数は,勿 論1～

■0個 の ものが大多数であ る が}51～300個 のもの又は

30ユ 個 以上 のもの も各 為1件 宛あつた。

iv考 案

1)陽 性率:病 院及 び開業医か ら の検査物は自覚症

状 のあ る患者からの ものであろ うが,こ の ような材料か

らの陽性率は19%か ら29%で 平均23.40/e,こ れは

小 川2>氏 及び金沢3)氏 等の報告よ りは低率である。集団

検診 のはいつた7,8月 では約150/o位 に下つているが,

これ は自覚症状 を訴え る患者 と異つ て,レ ン トゲンで異

状 を認 めた者 の喀褻である ことが陽性率の低下 に出て き

てい るのではないだろ うか。又昭和26年4月 及び5月

の 高率なのは,臨 床上春 になつ て症 状の悪化す る時 期と

一致 する成 績で興味あ る事実 と云わね ばな らない
.

2)汚 染率:0・5%か ら3・3%迄 で,時 期的 に関係

が あるよ うな成績は得られ なかつた。卵の消毒 にオ スパ

ンを用 いてかな り高い汚染率 が出てきたが,こ の事実 は

卵 の消毒 を厳重 に実施すべ きことを物語つている。

3)集 落数;1・vtO個 迄が約30%,51～300個 迄が

25%で 二つの山を作 つているよ うだが,51～300個 の

開隔 は前者の間隔 の25倍 にな るためであつ て,後 者の

大 きい山は10個 宛の小さい間隔 でゆけば な くなつて来

る と思 う。すなわち一番多 く出る集落数 は1～10個 であ

つ て,陽 性の30%は この集落数の ものであつた。

4)集 落発現 日数;最 も多 く発現 した 日数は26～30

日で,約30%で あつた.2ユ ～30日 間に約50%,又1

ヵ月以内に発現す るものは約70%,35日 迄 に発現する

ものは約86%で 大 半が35日 以内 に発現す ることを示

しているが,又51～60日 の間に発現す る1・7%の ある

事 に注意せねばならない と思 う。すなわち培養を観 察し

て打切 る期間は少な くとも60日 の観察が必要であると

思 う。

5)1回 滅菌培地 と3回 滅菌培地の陽性率 の比較:い

ずれ の培地 にしろ陽性に出た1013件 を菌排泄者 とみな

し・両培地 に陽性に出た数の百分率及び両培地の陽性数

か ら,他 方汚染の 陽性例 を引い た数の百分率を 比較 し

て,統 計学的に有意の差で1回 滅菌の方が陽性率の高い

ことを示 している。

6)両 培地の汚染率の比較;汚 染 の 記載 が 不充分の

ため,両 者の汚染統数の比較 はできないが,一 方陽性一

方汚染の例を とつてみ ても,1回 滅菌培 地 の 汚 染 件 数

37件,他 方 汚染 件数67件 で前者が約 半数であ ることを

みても,前 者 の汚染例が後者の汚染例よ り多い とは云い

得ない と思 う。両者の間に大 した差 がない とみ るのが順

当ではないだ ろ うか。

7)両 培地の集落数 の比較:3回 滅菌培地で 陰性の

もので,1回 滅菌培地に集落数 が多 く認め られた ものの

あるに反 し,前 者が陽性 で後者の陰性の ものは,そ の集

落 数も少な く認 められ た点又集落数の度数曲線 を画き,

xzTestを 行つてみ ると1%の 危険率で有意義なこと

が判つた。す なわ ち1回 滅菌培地の方が集 落数 の多い陽

性例が多 いことを示 してい る。

8)両 培地 の集落発現 日数の 比較:両 者 の 悶 に差を

認 めることはで きなかつた。

9)以 上の結果から して,1回 滅菌培地 は3回 滅菌培

地 に比較 して,陽 性率及び集 落数の点で優れているとい

い得 よ う。その原 因は有用 易熱性物質の破壊によるもの

か又 は加熱 による物理 的の条件の為 によるものか,前 者

で はVC・VB1及 びV職 が,後 者で は加熱 によ り培地

が堅 くな る為であろ うか・一応追求するつ もりでいる.

v結 論

い 病院及び開業 医依頼 の 可検物 の 結該菌陽性率は

19%か ら29%迄 で 平均23・4%で,汚 染率 は平均

1・8%に 認められた。集落数 は1～10個 の ものが最 も多

く陽性者の30%は この集落数を示 した。集 落発現 日数

は35日 迄 に86%が 認め られたが,な お50日 以上で

認め られる例 もあるか ら60日 の観察期間 は是非必要で

あ ると思 う。

一一 一28-一
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2)1回 滅菌培地は3回 滅菌培地 に比 し,陽 性率及

び集落数の点において優つ てい る、

欄筆に臨 み統計的観察に御勒言 を頂 いた公衆衛生院

立川,臼 非両先生 に深 く謝 意を表 します。
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